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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年5月29日(2014.5.29)

【公表番号】特表2012-514782(P2012-514782A)
【公表日】平成24年6月28日(2012.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2012-025
【出願番号】特願2011-544049(P2011-544049)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｋ  19/077    (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ  19/07     (2006.01)
   Ｈ０１Ｑ   7/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｑ   1/40     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ   5/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｋ  19/00    　　　Ｋ
   Ｇ０６Ｋ  19/00    　　　Ｈ
   Ｈ０１Ｑ   7/00    　　　　
   Ｈ０１Ｑ   1/40    　　　　
   Ｈ０４Ｂ   5/02    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年4月10日(2014.4.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多層フィルムエレメント（１、２）であって、
　800μm未満の層厚を有する柔軟な誘電体キャリア層（１０）を含み、
　第一のコイル形状の導体トラック（２７、８１、１０１、１１１、１２１、１３１）が
前記フィルムエレメントの第一の領域（７１から７７）に形成される、第一の導電層（２
０）を含み、
　第二のコイル形状の導体トラック（３７、８３、１０３、１１３、１２３、１３３）が
前記第一の領域（７１から７７）に形成される、第二の導電層（３０）を含み、
　前記誘電体キャリア層（１０）が、第一及び第二の導電層の間に配置され、第一及び第
二の導体トラック（２７、３７）が少なくとも複数の領域で重なり、互いに結合してアン
テナ構造を形成し、
　第一のコイル形状の導体トラックの少なくとも3/4巻を含む第一の導体トラック部位が
、第二のコイル形状の導体トラックの少なくとも3/4巻を含む第二の導体トラック部位と
、前記キャリア層により広がる平面に垂直な方向（６３）に対して、少なくとも複数の領
域で重なり、
　第一の導体トラック部位（１０２）のｔ巻を含む領域において、第一の導体トラック部
位（１０２）が第二の導体トラック部位の少なくとも二つの部分的部位（１０４、１０５
）とそれぞれ少なくとも部分的に重なり、二つの部分的部位（１０４、１０５）が、第二
のコイル形状の導体トラック（１０３）の異なる巻に割り当てられ、ｔ≧1/4であり、
　前記領域において、第二の導体トラック部位の２つの部分的部位（１０４、１０５）の
間の距離（９１）が、第一の導体トラック部位（１０２）の幅（９２）より少なくとも値
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ｒ小さく、前記領域において、２つの部分的部位（１０４、１０５）の幅（９３、９４）
と２つの部分的部位（１０４、１０５）の間の距離との和が、第一の導体トラック部位（
１０２）の幅（９２）より少なくとも値ｒ大きく、ｒ≧100μmであり、部分的部位それぞ
れの幅≧ｒであること、
を特徴とする多層フィルムエレメント。
【請求項２】
　多層フィルムエレメント（１、２）であって、
　800μm未満の層厚を有する柔軟な誘電体キャリア層（１０）を含み、
　第一のコイル形状の導体トラック（２７、８１、１０１、１１１、１２１、１３１）が
前記フィルムエレメントの第一の領域（７１から７７）に形成される、第一の導電層（２
０）を含み、
　第二のコイル形状の導体トラック（３７、８３、１０３、１１３、１２３、１３３）が
前記第一の領域（７１から７７）に形成される、第二の導電層（３０）を含み、
　前記誘電体キャリア層（１０）が、第一及び第二の導電層の間に配置され、第一及び第
二の導体トラック（２７、３７）が少なくとも複数の領域で重なり、互いに結合してアン
テナ構造を形成し、
　第一のコイル形状の導体トラックの少なくとも3/4巻を含む第一の導体トラック部位が
、第二のコイル形状の導体トラックの少なくとも3/4巻を含む第二の導体トラック部位と
、前記キャリア層により広がる平面に垂直な方向（６３）に対して、少なくとも複数の領
域で重なり、
　第一の導体トラック部位のｔ巻を含む領域において、第一の導体トラック部位（２８''
、８２）が第二の導体トラック部位（３８''、８４）と完全に重なり、第一の導体トラッ
ク部位に沿うこの領域において、前記キャリア層により広がる平面にある少なくとも一つ
の第一の方向（６１）における第二の導体トラック（３７、８３）の範囲が、第一の導体
トラック（２７、８１）の範囲より、値ｒ小さく、ｔ≧1/4及びｒ≧100μmであること、
を特徴とする多層フィルムエレメント。
【請求項３】
　第一の導体トラック部位が、前記キャリア層（１０）により広がる平面にある第一の方
向（６１）における第一のコイル形状の導体トラック（２７、２８、８１、８３、１０１
、１０２、１１１、１１３、１２１、１２３、１３１、１３３））の100μmの変位の際に
、第一及び第二の導体トラック部位が重なる領域の面積の大きさが、一定となるように、
前記キャリア層により広がる平面に垂直な方向（６３）に対して、前記第二の導体トラッ
ク部位と少なくとも複数の領域で重なること、
を特徴とする請求項１に記載の多層フィルムエレメント。
【請求項４】
　第一の導体トラック部位（２８''）が、前記キャリア層により広がる平面に垂直な方向
（６３）に対して、第二の導体トラック部位（３８''）と完全に重なり、第一の方向（６
１）における第一の導体トラック部位（２８''）に沿って、第二の導体トラック（３７）
の範囲が、第一の導体トラック（２７）の範囲より、少なくとも100μm小さいこと、
を特徴とする請求項２に記載の多層フィルムエレメント。
【請求項５】
　前記キャリア層により広がる平面にある第二の方向（６２）における第一の導体トラッ
ク部位（２８''）に沿って、第二の導体トラック（３７）の範囲が、第一の導体トラック
（２７）の範囲より、少なくとも50μm小さく、第一及び第二の方向（６１、６２）が直
交すること、
を特徴とする請求項２に記載の多層フィルムエレメント。
【請求項６】
　第一の導体トラック部位（２８''）に沿う、第二の方向（６２）において、第二の導体
トラック（３７）の範囲が、第一の導体トラック（２７）の範囲より、200から400μm小
さいこと、
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を特徴とする請求項２に記載の多層フィルムエレメント。
【請求項７】
　第一の導体トラック部位（２８''）に沿って、第一の方向（６１）における第一及び第
二の導体トラックの範囲の差異が、第二の方向（６２）における第一及び第二の導体トラ
ックの範囲の差異より大きいこと、
を特徴とする請求項２に記載の多層フィルムエレメント。
【請求項８】
　多層フィルムエレメント（１、２）であって、
　800μm未満の層厚を有する柔軟な誘電体キャリア層（１０）を含み、
　第一のコイル形状の導体トラック（２７、８１、１０１、１１１、１２１、１３１）が
前記フィルムエレメントの第一の領域（７１から７７）に形成される、第一の導電層（２
０）を含み、
　第二のコイル形状の導体トラック（３７、８３、１０３、１１３、１２３、１３３）が
前記第一の領域（７１から７７）に形成される、第二の導電層（３０）を含み、
　前記誘電体キャリア層（１０）が、第一及び第二の導電層の間に配置され、第一及び第
二の導体トラック（２７、３７）が少なくとも複数の領域で重なり、互いに結合してアン
テナ構造を形成し、
　第一のコイル形状の導体トラックの少なくとも3/4巻を含む第一の導体トラック部位が
、第二のコイル形状の導体トラックの少なくとも3/4巻を含む第二の導体トラック部位と
、前記キャリア層により広がる平面に垂直な方向（６３）に対して、少なくとも複数の領
域で重なり、
　第一の導体トラック部位（１１２）のｔ巻を含む領域において、第一の導体トラック部
位（１１２）に沿って、第一及び第二の導体トラック部位（１１２、１１４）が部分的に
重なり、前記キャリア層により広がる平面にある少なくとも一つの第一の方向（６１）に
おける第一のコイル形状の導体トラック（１１１）及び第二のコイル形状の導体トラック
（１１３）のそれぞれの巻の外径（９５、９６）が、値ｒ異なり、第一のコイル形状の導
体トラック（１１１）及び第二のコイル形状の導体トラック（１１３）の幅が、それぞれ
、値ｒの２倍より大きく、ｔ≧1/4及びｒ≧100μmであること、
を特徴とする多層フィルムエレメント。
【請求項９】
　各巻の外径が大きいコイル形状の導体トラックの幅（９７）が、各巻の外径が小さいコ
イル形状の外径トラックの幅（９８）より小さいか等しいこと、
を特徴とする請求項８に記載の多層フィルムエレメント。
【請求項１０】
　第一及び／または第二のコイル形状の導体トラックが、第一の導体トラック部位（１０
２'、１０２''、 １１２'、１１２''）及び／または第二の導体トラック部位においてパ
ターン状に形成されること、
を特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の多層フィルムエレメント。
【請求項１１】
　第一及び／または第二のコイル形状の導体トラックが、第一の導体トラック部位及び／
または第二の導体トラック部位において、周期的な関数に従ってパターン状に形成され、
関数の周期が10mm未満であること、
を特徴とする請求項１０に記載の多層フィルムエレメント。
【請求項１２】
　第一の導体トラック（２７）が、第一の導体トラック部位（２８''）に隣り合う第三の
導体トラック部位（２９）を有し、第三の導体トラック部位（２９）の導体トラック幅が
、第一の導体トラック部位（２８''） の導体トラック幅未満であり、
　第三の導体トラック部位（２９）の導体トラック幅が、第一の導体トラック部位（２８
''） の導体トラック幅より少なくとも100μm小さく、
　及び／または第三の導体トラック部位（２９）の導体トラック幅が、第一の導体トラッ
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ク部位（２８''） の導体トラック幅の10から50％の間であること、
を特徴とする請求項２に記載の多層フィルムエレメント。
【請求項１３】
　加飾層（４１、４２）が、第一及び第二の導体トラック（２７、３７）の間、及び／ま
たは、前記キャリア層（１０）から離れた第一及び第二の導体トラック（２７、３７）の
面に配置され、前記加飾層が、第一及び／または第二の導電層（２０、３０）と併せて、
光学可変セキュリティエレメントを提供し、及び／または、レリーフ構造が、少なくとも
複数の領域において、第一及び／第二の導体トラックに形成されること、
を特徴とする請求項１～１２のいずれか１項に記載の多層フィルムエレメント。
【請求項１４】
　以下のステップ：
　800μm未満の層厚を有する柔軟な誘電体キャリア層（１０）を提供し、
　第一のコイル形状の導体トラック（２７）の少なくとも3/4巻を含む第一の導体トラッ
ク部位（２８''）を有する第一のコイル形状の導体トラック（２７）がフィルムエレメン
トの第一の領域（７１）に形成される、第一の導電層を、前記キャリア層（１０）の第一
の表面に適用し、
　第二のコイル形状の導体トラック（３７）の少なくとも3/4巻を含む第二の導体トラッ
ク部位（３８''）を有する第二のコイル形状の導体トラック（３７）が第一の領域（７１
）に形成される、第二の導電層（３０）を、前記キャリア層（１０）の第二の表面に適用
し、
　第一及び第二の導体トラック（２７、３７）が少なくとも複数の領域で重なり、互いに
結合されてアンテナを形成し、第一の導体トラック部位（１０２）のｔ巻を含む領域にお
いて、第一の導体トラック部位（１０２）が第二の導体トラック部位の少なくとも二つの
部分的部位（１０４、１０５）とそれぞれ少なくとも部分的に重なり、二つの部分的部位
（１０４、１０５）が、第二のコイル形状の導体トラック（１０３）の異なる巻に割り当
てられ、ｔ≧1/4であり、第二の導電層（３０）が前記キャリア層（１０）の第二の表面
に適用され、該第二の表面は、前記キャリア層により広がる平面にある第一の方向（６１
）における第一のコイル形状の導体トラックの第二のコイル形状の導体トラックに対する
100μmの変位の際に、第一及び第二の導体トラック部位が重なる領域の面積の大きさが、
一定となるように、第一の表面の反対側にある、
多層フィルムエレメント（１、２）の製造方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９０】
　続いて、図１５ａから図１５ｄは、導体トラック部位、すなわち、導体トラック部位１
０２及び１１２が、パターン状の導体トラック部位１０２'、１０２''、１１２'、及び１
１２''として形成された、図１１ａから図１４ｂによる典型的な実施形態のバリエーショ
ンを示す。この場合、導体トラック部位のパターン状の形成は、導体トラックが、少なく
とも導体トラック部位の部分的領域において、波形状及び／またはジグザグ形状に形成さ
れるように選択されることが好ましい。この結果、導体トラック１０１及び１１１の有効
長は狙い通りに長くすることができ、その結果、導体トラックの抵抗が増加する。抵抗の
増加により、アンテナの帯域幅を広げることができる。導体トラック１０３及び１１３と
の完全なまたは部分的な重なり－図１０ａから図１４ｂによる典型的な実施形態で説明し
たように－と併せて、特に導体トラックの波及び／またはジグザグ形状を備えるパターン
状の形成の結果、重なりの結果として生じるキャパシタンスが低減され、その結果、アン
テナの共振周波数を増すことができる。従って、導体トラック部位のパターン状の形成の
結果として、アンテナ構造は、帯域幅、電気抵抗パラメータに選択的に影響される共振周
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波数、インダクタンス及びキャパシタンスに関する要求に対して、正確に設定可能となる
。
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